
　モンゴルでは、1952年から毎年６月１日に「子どもの日」を祝っています。
　この日は祝日で国全体が休みなので、子どもたちが家族と一緒に楽しいことをしたり、美味しい料理を食べ
たり、親にプレセントをもらったりします。
　また、国がいろいろなイベントを開催しているので、親たちは子どもたちに新しい服を着させてイベントに
参加しに出かけます。そして、みんなで楽しく盛り上がり、とても賑やか
な日を過ごします。子どもたちの安全のために主要な道路は車両通行止め
になり、歩行者のための道路になります。「子どもの日」は子どもたちの
権利を守るという意味で、車は１日中ヘッドライトを点灯しながら走りま
す。
　モンゴルでは4人め6人めの子どもがいる母親は、祝日に大統領から勲
章を受け取ります。なので祝日であるモンゴルの「子どもの日」は国家一
大行事です。
　「子どもの日」が終わると、6月の中旬頃から学校が休みになり、夏休
みが始まります。モンゴルでは入学式は９月１日なので、それまでの間、
子どもたちは大体３か月間休みます。
　最後に、子どもたちの未来についてです。子どもを育てることは大事で
すね。世界中のすべての子どもたちが笑い、喜び、幸せに満ちあふれます
ように。

皆さん　こんにちは！
モンゴルのゾーンモド市の出身で交流支援員のノミンです。
今月の「月刊ゴヨゴヨ」のコーナーでは、モンゴルの「子どもの日」について
お伝えします。
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ゾーンモド市のスポーツ総合学校の
5年生の子どもたちです。


